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第３回 ユーザーの視点に立った道路工事
マネジメントの改善委員会

ホームページに寄せられた意見①

＜Ⅰ．協働の枠組みの構築に関連する意見＞

占用事業者の設備（管や線）の耐用年数の関係で、工事サイクルがまちまちなのかもし
れないが、縦割りを解消し、同時期に行うよう調整し、一度で工事を終わらせるべきだと
思う。

主な意見のまとめ
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第３回 ユーザーの視点に立った道路工事
マネジメントの改善委員会

ホームページに寄せられた意見②

主な意見のまとめ

＜Ⅱ.マネジメントの強化による道路工事の縮減と交通への影響の軽減に関連する意見＞

５年間で工事時間を2割減らすことは、強硬な手段を講じない限り難しいのではないか。

日中の月末、週末、年度末、５・１０日など、道路の混み合う日の工事は避けてほしい。

占用企業が行う空間機能の整備効果と、それに伴うトラフィック機能のマイナス効果を
評価して、工事許可の可否を行うべきではないか。
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第３回 ユーザーの視点に立った道路工事
マネジメントの改善委員会

ホームページに寄せられた意見③

＜Ⅲ．占用企業者への縮減インセンティブの付与に関連する意見 ＞

工事の直近地域からの苦情は、工事目的が住民自身の生活に直接関係しているため
控えめなのだと思う。占用企業はそのことにあぐらをかいていないか。

車線規制を行っていながら作業をやっていない現場が多い。ああいうことはやめさせて
ほしい。

工事箇所の脇の市道に関連車両を数台連ねて「歩道」に乗り上げている。夜中である
のにアイドリングのまま停車させている。運転手は気にすることなく大声で話をしている、
といった非常識な工事が行われている。

自宅近くの工事現場の作業員の方に親切にされたことに今でも感謝している。

主な意見のまとめ
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第３回 ユーザーの視点に立った道路工事
マネジメントの改善委員会

ホームページに寄せられた意見④

主な意見のまとめ

＜Ⅳ．利用者への情報提供と監視強化に関連する意見＞

工事看板が、内容や期間を認識しにくい。

工事看板のデザインがさまざまでわかりにくい。工事の内容を示してほしい。

工事看板に、期間や時間を明確に示してほしい。次回から迂回などの対応がとれる。

工事用看板の色をオレンジで統一してほしい。

あまり光らない看板であったため、気づかずに衝突しそうになった。

日常的に夜間勤務の私には、日中に事前予告もなく道路工事を始められるのは睡眠の
妨げとなり迷惑である。工事開始時間を事前予告してほしい。

地域住民による工事現場の評価が、行政の担当者の考課に反映すればよいのではな
いか。
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第３回 ユーザーの視点に立った道路工事
マネジメントの改善委員会

ホームページに寄せられた意見⑤

主な意見のまとめ

＜Ⅴ．道路管理者自らの縮減強化に関連する意見＞

予算消化のために年末の道路工事が増えるのが本当ならば、予算を執行する行政職
員の査定に反映させるべき。

道路工事を請け負った業者が、補修工事が増えるように手抜きするという噂もあるが、
こうしたことへの対応として、同じ場所の工事を受注できないようにすれば良い。
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第３回 ユーザーの視点に立った道路工事
マネジメントの改善委員会

ホームページに寄せられた意見⑥

主な意見のまとめ

＜その他意見＞

工事現場では、自動車交通への配慮以前に、歩行者への配慮を一番にしてほしい。

表面の舗装を削る作業で、クズが舞い上がったり小石が路面に転がって自転車で通行
する際危ないので改善してほしい。

事前に工事の連絡をもらっても、深夜までうるさいのは安眠妨害である。夜の１２時には
終わらせる配慮があってもよいのではないか。

目黒通りでは年中掘り返しが行われている。現場を見てほしい。


